
はじめに

　海藻上に付着する珪藻類の研究は，日本各地
に生育する様々な海藻で行われてきた（Takano 
1961，1962，南雲・田中 1994，鈴木ら 1999，鈴
木・南雲 2003，2004，松岡ら 2012など）。これら

の調査から，海藻上の珪藻類は海域や基質によっ
て種組成が異なることが明らかとなった。本研究
はこれらの先行研究に続き，本邦沿岸の海藻上に
生育する珪藻相の把握，および出現分類群の形態
学および分類学的検討を目的として行われた。今
回，千葉県小湊産紅藻マギレソゾ Laurencia saitoi 
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Perestenko に着生していた珪藻類について，いく
つかの新知見が得られたので報告する。

材料と方法

　本研究で用いた試料は，2019年6月19日に千葉
県鴨川市小湊・千葉大学海洋バイオシステム研究
センター前の磯（35°07ʼ N, 140°11ʼ E；以下，小
湊とする）で採集した紅藻マギレソゾ上から得た

（標本番号：MTUF-43151，採集：菅原一輝，東
京海洋大学ミュージアム機構マリンサイエンス
ミュージアムに保管）。
　得られた試料を南雲（1995）および長田・南
雲（2001）に準拠して処理し，顕微鏡観察用の試
料を作製した。観察は光学顕微鏡（LM）および
走査電子顕微鏡（SEM）を用いて行った。LMの
観察は70倍油浸レンズを使用し，デジタルカメ
ラ（Nikon D5100）により写真撮影を行った。写
真をもとに種を同定し，300殻以上計数して種組

成を算出した。本研究では，出現頻度が1％以上
の分類群を出現種とした。SEMでは，円形のカ
バーガラス上に滴下して加熱乾燥させた試料に
白金パラジウムをコーティングしたものを使用
し，JSM-6330F（JEOL）を用いて加速電圧5kVで
観察を行った。本研究で用いた術語はRound et 
al.（1990）および小林ら（2006）に従った。

結果と考察

　基質海藻のマギレソゾは，イギス目フジマツモ
科に属する紅藻である。藻体は暗赤紫色で，質は
柔らかい多肉質，付着器から多数叢生し，高さ
3.5 - 17 cmになる。本邦では北海道，本州，九州，
四国まで広く分布する（Masuda & Abe 1993，吉
田 1998）。
　観察の結果，16属23分類群の珪藻の出現が認め
られた（Table 1）。
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　これらのうち，新知見が得られた分類群につい
て，以下に報告する。

　Cocconeiopsis wrightii (O’Meara) Witkowski, 
Lange-Bertalot & Metzeltin, 2000, in Iconographia 
Diatomologica 7: 176, pl. 67, Fig. 24.
 ・・・・・（Figs 5-10）
　殻面は平たく，外形は楕円形，殻套（valve 
mantle） は 狭 い。 殻 長 は 14.5-21 µmで， 殻 幅
は 11.5-13.5 µm。 殻 長 /殻 幅 は 1.42で， こ れ は
Riaux-Gobin & Compère （2004） における値と一
致した。縦溝（raphe）は直線状。縦溝の末端は
殻外面では棍棒状で（Fig. 8），殻内面では蝸牛
舌（helictoglossa）で終わる（Fig. 10，矢印）。両
極の縦溝末端は殻端から離れる。中心域（central 
area）は広がり，Ｈ字状の領域を形成する。条線

（stria）は殻縁（valve margin）に沿って放射状に
配列し，密度は 8-10本 /10 µm。各条線は単列の
胞紋（areola）で構成されるが，殻縁付近のみ2列
になる（Fig. 8）。胞紋の形状は円形から楕円形で，
篩板（velum）によって閉塞される（Fig. 9）。
　本種はもともとCocconeis wrightii OʼMearaとし
て記載されたが，現在はWitkowski et al.（2000）
によってCocconeiopsis に組合せられている。
　本邦では伊豆諸島（Takano 1961, as Mastogloia 
wrightii （OʼMeara） Cleve）および新潟県佐渡島（南
雲ら 2000, as Navicula schonkenii Hustedt）から報
告がある。

　Cocconeis californica Grunow, 1880, in Van 
Heurck, Synopsis des Diatomées de Belgique Atlas. 
pl. XXX, Figs 8, 9.
� ・・・・・（Figs 11-14）
　被殻（frustule）は縦溝殻（raphid valve）と無
縦溝殻（araphid valve）からなり，殻面の外形は
楕円形。殻長 10-26.5 µm，殻幅 6-18.5 µm。縦溝
は直線状で中心域は狭い。条線は両殻ともに殻縁

に沿ってやや放射状に配列し，密度は縦溝殻で 
19-20本 /10 µm，無縦溝殻で 18-22本 /10 µm。各条
線は両殻とも単列の胞紋列からなり，各胞紋は
縦溝殻では孔状，無縦溝殻ではスリット状にな
る。無縦溝殻で無紋域（hyaline area）をもつ（Fig. 
14，＊印）。
　国内において，本種は主に北海道で報告されて
きた（南雲・田中 1994，鈴木・小林 2002）。沖
縄県での出現報告もあるが，図や記載文はない

（Taise・須田 2015）。国外においては，寒帯～亜
寒帯域で多く報告されているため（Riaux-Gobin 
& Compère 1996など），本種は寒帯性種であると
考えられてきたが（鈴木・小林 2002），本邦温帯
域からの出現が確認された。

　Cocconeis sp.　　
� ・・・・・（Figs 23, 24）
　被殻は縦溝殻と無縦溝殻からなる。殻面の外形
は楕円形で，殻端は丸い。殻長 11.3-37.5 µm，殻
幅 6.8-26.3 µm。縦溝はわずかにＳ字状になる。条
線は両殻ともに殻縁に沿って放射状に配列し，密
度は縦溝殻で 23-27本 /10 µm，無縦溝殻で 21-26
本 /10 µm。無縦溝殻ではやや広い軸域をもつ。
　本種の縦溝殻は C. suzukii Riaux-Gobin et al.（in 
Riaux-Gobin et al. 2014）に形態が似るが，後者
は縦溝がより強いＳ字状になる（Fig. 21）。一方，
無縦溝殻の形態は C. shikinensis Hidek. Suzuki（in 
Suzuki et al. 2001）に似るが，これは軸域が直線
状で狭い点で本種と異なるため，本研究では未同
定種とした。

　Druehlago cuneata Lobban & M. P. Ashworth, 
2016, in Ashworth et al., Protist 168: 56-59, Figs 6-8.
� ・・・・・（Figs 26-29）
　殻面の外形は中央が膨らんだ線形。帯面は楔形
で，中央でわずかにくびれる。殻長 18-42.5 µm，
殻幅 3.0 µm。条線は単列の胞紋列からなり，条
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線密度は 32本 /10 µm。帯片は多数。
　 本 種 はLobban & Ashworth（in Ashworth et al. 
2016）により新属新種として記載された新しい
分類群で，本研究はこれに次ぐ2番目の報告で

ある。当該論文では，形態学的特徴から本属を
Craspedostauros E. J. Coxに近縁としているが，詳
細な系統位置は明らかになっていない。
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Falcula sp. 
 ・・・・・（Figs 30, 31）
　殻面の外形は弓形で，殻端は広円形。帯面は長
方形。殻長 10-26 µm，殻幅 2.3-3.3 µm。縦溝はな
く，条線はLMでは観察されなかった。
　FalculaはVoigt（1960）によって設立された属
で，現在4種が知られている（Voigt 1960, 1961）。
本研究では，Voigt（1960）が記載した定義から
本種をFalculaと同定したが，殻長が小さく，帯
面が長方形である点から，既知種とは形態学的に
異なる。新種の可能性も含め，現在筆者らは詳細
な分類学的研究を継続中である。

　Nagumoea africana Kociolek, Witkowski & C. 
Archibald, 2011, in Witkowski et al., Phycologia 50: 
173-175, Figs 67-94, 98.
� ・・・・・（Figs 37-49）
　殻面の外形は狭楕円形。帯面は長方形。殻長 
6-17.5 µm，殻幅 1.5-2 µm。縦溝は直線状で殻の
中心線上に位置する（Fig. 47）。条線は単列で1-2
個の胞紋からなる（Fig. 47）。条線密度は 35-44本
/10 µmだが，LMで条線の観察はできなかった。
殻内面では小骨（fibula）がはしご状に並ぶ（Figs 
48, 49，＊印）。小骨点は 6-8個 /10 µm。小骨の付

け根に隆起構造は見られない。本種は本研究にお
いて最優占種（出現頻度15.3%）であった（Table 
1）。
　 本 属 はDenticula F. T. Kützingに 形 態 が 似 る
が，縦溝が中心線上に位置し，竜骨（keel）を
欠く点で異なるため，Witokowski & Kociolek（in 
Witkowski et al. 2011）によって新設された分類群
である。タイプ種であるN. neriticaはもともと，
Holmes & Croll（1982）によって潜水性海鳥の羽
毛から発見されたDenticula neritica R. W. Holmes 
& Crollとして知られていた。しかし，Holmes & 
Croll（1982）は当時ホロタイプを指定しなかっ
たため，無効名となっていた。これを踏まえ，
Witkowski et al. （2011） は，Holmes & Croll（1982）
の試料をタイプとして指定し，N. neriticaとして
新属新種記載し，同時にN. africanaを新種記載し
た。
　本種はN. neriticaに形態が似ており，特にLM
での区別は極めて困難である。SEM下において，
本種は1-2個の胞紋列をもつが，N. neriticaは3-4
個である点，本種は小骨の付け根の隆起構造が見
られないが，N. neriticaでは隆起構造が見られる
点により区別される。本研究により，これまで本
邦で報告されてきたNagumoeaを詳細に再検討す
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る必要が生じた。例えば，福田ら（2011）は神奈
川県天神島からN. neritica（as D. neritica）の出現
を報告しているが，図と記載文を精査した結果，
これはN. africanaと再同定されるべきである。

　本研究において，16属23分類群の出現が確認さ
れ，その多くは温帯性種，または本邦汎布種で

あった。この珪藻相の特徴は，温帯性であるとい
う点で，小湊における海藻相（吉崎 1996）の特
徴とおおむね一致している。一方で，寒海性種の
C. californica が出現したことは，本種が温帯域で
も生育できる，あるいは小湊の珪藻相がわずかに
寒海の影響を受けていることを示唆している。本
研究では，形態学および分類学的に重要な種が見
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出された。特に，本邦産のN. africanaはSEM下
で初めてN. neriticaと区別された種であり，本属
におけるSEM観察の重要性が再確認された。本
邦に生育する海産付着珪藻は，淡水性種や浮遊性
種と比べ，未だその知見が乏しい。これらの形態，
生態および地理的分布を知る上で，フロラ調査は
非常に重要である。今後も本邦における海産付着
珪藻相の継続的な調査が必要である。
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